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千鳥と遊ぶ智恵子(九十九里真電所在の碑より)

回
本
年
三
月
に
待
望
の
県
民
ア
ト

リ
エ
が
完
成
し
、
県
民
の
参
加
す

る
文
化
活
動
と
し
て
の
「
み
る
・

か
た
る
・
つ
く
る
」
活
動
が
力
強

く
歩
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

県
民
ア
ト
リ
エ
で
は
、
美
術
に

対
す
る
体
験
と
理
解
が
事
業
の
中
心
と
在
っ

て
い
る
。

前
者
の
実
技
講
座
は
、
彫
塑
入
門
講
座
を

は
じ
め
、
デ
ッ
サ
ン
・
洋
画
基
礎
・
洋
画
研

修
・
て
ん
刻
・
書
芸
の
各
講
座
を
開
講
し
た
。

諦
師
に
は
、
県
美
術
会
長
の
浅
見
喜
舟
氏
を

は
じ
め
、
各
界
の
第
一
人
者
に
願
っ
た
。
三

倍
強
の
応
募
者
か
ら
抽
選
で
決
定
し
た
受
講

者
は
三
十
名
ず
つ
で
あ
っ
た
。
後
期
は
、
さ

ら
に
陶
芸
と
七
宝
焼
講
座
が
加
わ
り
、
一
段

と
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

後
者
は
、
「
講
演
会
」
や
「
語
る
会
」
等
を
開

催
し
て
い
る
。
講
演
会
は
田
中
穣
氏
に
よ
る

「
近
代
美
術
の
原
風
景
」
を
は
じ
め
、
細
野
正

信
氏
の
「
夢
二
の
魅
力
」
を
行
い
、
一
月
に

は
北
川
太
一
氏
に
よ
る
「
光
太
郎
と
芸
術
」

を
予
定
し
て
い
る
。
語
る
会
は
、
既
に
、
松

尾
敏
男
氏
、
深
沢
幸
雄
氏
、
夢
二
会
の
方
々

か
ら
の
話
題
を
も
と
に
行
っ
て
き
た
。

夏
季
大
学
に
つ
い
て
も
約
百
十
名
の
受
講

生
が
、
日
本
洋
画
史
の
流
れ
に
つ
い
て
学
習

し
て
い
た
。
ま
た
、
情
報
資
料
室
は
図
書
閲

覧
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査

研
究
の
相
談
に
も
応
じ
ら
れ
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
。
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特 別 展

「
高
村
光
太
郎
、
そ
の
芸
術
」

光
太
郎
と
房
総

彫
刻
家
高
村
光
太
郎
は
、
世
に

詩
人
と
し
て
名
高
い
。
し
か
し
、

光
太
郎
の
活
動
は
、
本
来
の
彫
刻

ば
か
り
で
は
な
く
、
絵
画
・
書
・

文
学
(
詩
・
翻
訳
)
・
評
論
と
そ
の

幅
は
広
い
。
今
回
の
展
覧
会
で
は

そ
の
芸
術
を
回
顧
す
る
が
、
同
時

(
に
本
県
で
始
め
て
開
催
す
る
に
当

り
、
房
総
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
も
展
観
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
光
太
郎
と
房
総
の
地

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
ふ
れ
て

み
た
い
。

銚
子

銚
子
は
、
光
太
郎
と
智
恵

子
が
再
会
し
た
場
所
と
し
て
重
要

を
所
で
あ
る
。
明
治
四
十
四
年
、

柳
八
重
子
(
柳
敬
助
夫
人
)
に
よ

り
紹
介
さ
れ
た
二
人
は
、
翌
四
十

五
年
、
光
太
郎
が
犬
状
に
写
生
に

行
っ
た
際
、
偶
然
に
出
会
っ
て
い

る
。
こ
の
時
の
こ
と
に
つ
い
て
、

後
年
光
太
郎
は
『
智
恵
子
の
学
生
」

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

ち
ょ
う
ど
明
治
天
皇
様
崩

御
の
後
、
私
は
犬
状
へ
写
生

に
出
か
け
た
。
そ
の
時
別
の

宿
に
彼
女
(
智
恵
子
)
が
妹

さ
ん
と
一
人
の
親
友
と
い
っ

し
ょ
に
来
て
い
て
ま
た
会
っ

た
。
後
に
彼
女
は
私
の
宿
へ

来
て
滞
在
し
、
い
っ
し
ょ
に

散
歩
し
た
り
食
事
し
た
り
写

生
し
た
り
し
た
。
(
中
略
)
こ

の
宿
の
滞
在
中
に
見
た
彼
女

の
清
純
を
態
度
と
、
無
欲
を

素
朴
を
気
質
と
、
限
り
な
さ

そ
の
自
然
へ
の
愛
と
に
強
く

打
た
れ
た
。
君
が
浜
の
浜
防

風
を
喜
ぶ
彼
女
は
ま
っ
た
く

子
供
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ま

た
私
は
入
浴
の
時
、
隣
の
風

呂
場
に
居
る
彼
女
を
偶
然
に

目
に
し
て
、
な
ん
だ
か
運
命

の
つ
を
が
り
が
二
人
の
間
に

あ
る
の
で
は
を
い
か
と
い
う

予
感
を
ふ
と
感
じ
た
。
彼
女

は
実
に
よ
く
均
整
が
と
れ
て

い
た
。

こ
の
偶
然
の
出
会
い
は
、
光
太

郎
と
智
恵
子
の
愛
を
育
て
た
出
発

点
と
な
っ
た
。

九
十
九
里

大
正
三
年
に
は
、
智

●

恵
子
と
結
婚
。
こ
れ
よ
り
光
太
郎

に
と
っ
て
、
愛
に
よ
る
喜
び
と
希

望
に
満
ち
、
彫
刻
制
作
の
活
動
を

さ
か
ん
に
行
い
、
数
々
の
秀
作
を

創
み
出
す
時
期
が
つ
づ
い
た
。
し

か
し
、
昭
和
七
年
、
智
恵
子
の
精

神
に
異
常
を
徴
候
が
あ
ら
わ
れ
、

ア
ダ
リ
ン
自
殺
未
遂
を
す
る
。
病

状
は
一
進
一
退
し
、
昭
和
九
年
に

は
智
恵
子
は
、
実
妹
が
住
む
九
十

九
里
へ
療
養
の
た
め
移
り
住
む
。

光
太
郎
は
、
毎
週
九
十
九
里
ま
で

見
舞
に
出
か
け
る
。
こ
の
時
の
こ

と
に
つ
い
て
「
九
十
九
里
浜
の
初

夏
」
と
い
う
一
文
を
書
き
残
し
て

い
る
。

私
は
昭
和
九
年
五
月
か
ら

十
二
月
末
ま
で
、
毎
週
一
度

づ
つ
九
十
九
里
浜
の
真
亀
納

屋
と
い
ふ
小
さ
を
部
落
に
東

京
か
ら
通
っ
た
。
頭
を
悪
く

し
て
ゐ
た
要
を
其
処
に
住
む

親
類
の
寓
居
に
あ
づ
け
て
置

い
た
の
で
、
そ
の
要
を
見
舞
、

ふ
た
め
に
通
っ
た
の
で
あ
る
。

真
亀
と
い
ふ
部
落
は
、
海
水

浴
場
と
し
て
も
知
ら
れ
て
ゐ

る
鰯
の
漁
場
千
葉
県
山
武
郡

片
貝
村
の
南
方
一
里
足
ら
ず

の
浜
辺
に
沿
っ
た
淋
し
い
漁

村
で
あ
る
。
(
中
略
)

要
の
逗
留
し
て
ゐ
る
親
戚

の
家
は
、
比
の
防
風
林
の
中

の
小
高
い
砂
丘
の
上
に
立
つ

て
ゐ
て
、
座
敷
の
前
は
一
望

の
砂
浜
と
在
り
、
二
三
の
小

さ
を
漁
家
の
屋
敷
が
点
々
と

し
て
ゐ
る
さ
き
に
九
十
九
里

浜
の
波
打
際
が
白
く
見
え
、

ま
っ
青
を
太
平
洋
が
土
手
の

や
う
に
高
く
つ
づ
い
て
際
涯

の
無
い
水
平
線
が
風
景
を
両

断
す
る
。
(
中
略
)

松
の
花
粉
の
飛
ぶ
壮
観
を

私
は
此
の
九
十
九
里
浜
の
初

夏
に
は
じ
め
て
見
た
。
(
中

略
)
要
の
浴
衣
の
肩
に
つ
も

っ
た
そ
の
花
粉
を
軽
く
は
た

い
て
私
は
立
ち
上
る
。
妻
は

足
も
と
の
砂
を
掘
っ
て
し
き

り
に
松
露
の
玉
を
あ
つ
め
て

ゐ
る
。
日
が
傾
く
に
つ
れ
て

海
鳴
り
が
強
く
な
る
。
千
鳥

が
つ
ひ
そ
こ
を
駈
け
る
や
う

に
歩
い
て
ゐ
る
。

.

こ
の
情
景
を
主
題
に
し
て
、
後

に
「
千
鳥
と
遊
ぶ
智
恵
子
」
「
風
に

の
る
智
恵
子
」
な
ど
幾
篤
か
の
詩

を
読
み
、
現
在
、
九
十
九
里
セ
ン

タ
ー
の
裏
に
「
千
鳥
と
遊
ぶ
智
恵

子
」
の
詩
を
刻
ん
だ
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。

三
豊
握

光
太
郎
は
、
た
び
た
び

三
豊
塚
を
訪
れ
た
。
こ
れ
は
、
明

治
三
十
三
年
頃
、
与
謝
野
鉄
幹
の

新
譜
社
で
知
り
合
っ
た
水
野
葉
舟

が
、
大
正
十
三
年
遠
山
村
駒
井
野

の
開
墾
小
屋
に
一
人
住
い
を
し
て

●

に
展
覧
会
で
は
、
そ
の
作
品
を
紹

介
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
o

い
た
の
で
、
こ
の
葉
舟
と
会
う
た

め
で
あ
っ
た
。
大
正
十
三
年
訪
れ

た
光
太
郎
は
、
「
春
駒
」
と
題
す
る

詩
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
詩
は
昭

和
五
十
二
年
そ
の
原
稿
を
刻
し
、

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
光
太
郎
と
交
友
の
あ

っ
た
房
総
ゆ
か
り
の
人
と
し
て
は
、

銚
子
に
生
ま
れ
画
家
で
あ
り
詩
人

で
あ
っ
た
宮
崎
丈
二
、
君
津
の
生

ま
れ
で
中
村
屋
グ
ル
ー
プ
の
一
人

と
し
て
も
名
高
い
画
家
柳
敬
助
を

ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
人
に

っ
い
て
も
・
 
、
先
の
水
野
葉
舟
と
共
一

会
期
・
入

場
料

●
会
期

昭
和
5
6
年
1
月
6
日
㈹
̃
2
月

6
日
㈱

開
館
時
間
は
、
午
前
9
時
-
午

後
4
時
的
分

月
曜
日
休
館

●
入
場
料

大
人
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇
円
)

六
・
高
生
二
〇
〇
円
(
一
〇
〇

円
)
中
・
小
生
一
〇
〇
円
(
五

〇
円
)

(

)
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体

料
金

を
お
、
学
校
団
体
に
つ
い
て
は
、

特
別
の
割
引
制
度
が
あ
る
。
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常
設
展
の
開
設

本
館
の
収
蔵
作
品
鹿
は
常
時
開

催
し
、
随
時
、
収
蔵
作
品
を
鑑
賞

で
き
る
状
態
に
し
県
民
の
皆
様
へ

の
サ
ー
ビ
ス
と
し
た
い
と
こ
ろ
で

は
あ
る
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ

第
一
期
、
第
二
期
と
し
、
こ
の
間

諸
団
体
の
膿
覧
会
、
特
別
展
と
併

行
し
ま
た
は
区
切
り
さ
れ
て
行
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
館
で
は
、
日
本
美
術
に
お
け

る
近
代
以
降
の
房
総
に
ゆ
か
り
の

あ
る
美
術
家
の
調
査
・
研
究
を
す

す
め
、
そ
の
作
品
収
蔵
を
図
っ
て

い
る
。

第
二
期
収
蔵
作
品
展

本
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
九
月

七
日
ま
で

を
第
一
期

と
し
、
上
「

二
月
江
口

(
金
)
か
ら

明
毎
i
三
月

三
十
一
円

(
火
)
ま
で

を
期
間
と

し
て
第
二

期
常
設
収

蔵
作
品
屡

は
開
催
さ

れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

展
示
さ

れ
る
作
者

は
、
洋
画

で
は
、
浅

井
忠
・
郡

「森A」原 勝郎

に
、
壮
大
な
自
然
と
、
多
様
な
社

会
の
中
に
生
き
る
カ
ナ
ダ
人
の
気

質
に
マ
ッ
チ
し
、
今
日
の
隆
盤
を

も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
び
、
カ
ナ
ダ
の
第
一
線

で
活
耀
し
て
い
る
十
氏
の
作
品
約

五
十
点
を
捜
観
し
版
画
の
美
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
で
は
あ

ま
り
な
じ
み
の
を
い
カ
ナ
ダ
の
美

術
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

十
人
の
作
家

「緑のスウェーダー」霜鳥之彦

烏
英
誌
・
薄
部
溝
克
郎
・
原
勝
郎

・
板
倉
鼎
等
、
日
本
画
、
東
面
魁

夷
・
富
取
鳳
堂
・
小
野
具
定
等
、

書
、
浅
見
葺
舟
・
小
幕
青
風
等
、

版
画
、
浜
口
暢
三
・
星
製
一
・
深

澤
幸
雄
・
池
川
満
芳
夫
等
、
工
芸
、

香
取
秀
真
・
宮
之
原
謙
・
土
肥
刀

泉
等
、
彫
塑
、
網
引
司
郎
・
鈴
木

章
等
、
作
品
点
数
約
六
十
点
、
入

場
料
無
料
。

隷
鐙
残
額
掲
礪
鶴
醗
鰯
麓
寵
臨

カ
ナ
ダ
の
版
画
熟

現
存
、
カ
ナ
ダ
で
は
版
画
が
も

っ
と
も
人
気
の
あ
る
美
術
と
い
お

れ
る
ほ
ど
、
か
つ
て
な
い
活
況
を

呈
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
版
画
の
技
術
が
多
種

多
様
を
表
現
の
可
能
性
を
も
っ
て

お
り
、
プ
ロ
セ
ス
の
妙
味
、
創
造

性
、
主
観
性
が
広
大
を
国
土
の
土

現
在
カ
ナ
ダ
の
第
一
線
で
活
耀

し
て
い
る
版
画
家
は
、
工
ド
∴
ハ

ト
ト
ラ
ム
、
パ
ッ
ト
・
マ
ー
チ
ン

・
ベ
イ
ツ
、
デ
レ
ク
・
ミ
ッ
チ
ェ

ル
・
ベ
サ
ン
ト
、
ル
ネ
∴
T
ル
ア

ン
、
ジ
工
ニ
フ
ァ
ー
・
デ
ィ
ク
ツ

ン
、
ウ
ェ
イ
ン
,
イ
ー
ス
ト
コ
ッ

ト
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ジ
ュ
ー
ル
、

ガ
ス
ト
ン
,
プ
チ
、
ノ
ボ
ル
サ
ウ

イ
・
ピ
エ
ー
ル
・
テ
ト
ロ
ー
等
で

あ
る
。

彼
等
十
人
の
作
家
の
作
品
か
ら

各
五
点
を
集
め
、
特
別
展
「
高
村

光
太
郎
、
そ
の
芸
術
」
と
一
部
開

催
期
間
が
重
な
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
開
期
は
一
月
十
三
日
(
火
)

か
ら
、
一
月
二
十
五
日
(
日
)
ま
で
。

ま
た
、
こ
の
企
画
廣
「
カ
ナ
ダ

版
画
1
 
0
大
腰
」
に
お
い
て
は
入
場

料
は
無
料
で
あ
る
。



みる・かたる・つくる-

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る

-

解
説
員
の
養
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
望

「
支
え
あ
い
、
た
す
け
あ
い
」

の
気
持
ち
を
身
に
つ
け
た
人
た
ち

が
近
年
多
く
な
っ
て
い
る
。
ど
ん

を
人
で
も
他
人
に
役
立
つ
も
の
を

持
っ
て
お
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
支

え
あ
い
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
よ

く
認
識
し
た
人
た
ち
が
、
租
極
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
婦
人
層

の
進
出
が
目
出
ち
、
活
動
分
野
も

狭
い
意
味
で
の
福
祉
に
と
ど
ま
ら

ず
、
教
育
、
文
化
・
生
活
環
境
の

分
野
に
ま
で
わ
た
っ
て
い
る
。

本
県
で
は
、
文
化
庁
よ
り
「
文

化
財
愛
護
活
動
推
進
方
策
研
究
」

の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
や
社
会
の

変
化
を
乗
り
越
え
て
文
化
財
を
伝

承
し
、
豊
か
を
文
化
生
活
を
作
り

あ
げ
る
方
策
を
探
究
し
、
そ
れ
を

推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
美
術
館
等
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
と
り
あ

げ
ら
れ
た
。
こ
の
活
動
を
組
織
的

に
行
う
た
め
の
諸
問
題
を
研
究
協

議
す
る
た
め
に
、
千
葉
県
文
化
財

愛
護
活
動
推
進
方
策
研
究
協
談
合

が
設
置
さ
れ
た
。

な
お
、
本
年
度
の
協
議
会
委
員

は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

鈴
木
良
三

大
里

功

野
口
貞
子

福
田
製
川

下
津
谷達

男

斎
藤

清

江
沢
一
夫

県
立
美
術
館
友
の
会

会
長

県
立
美
術
館
友
の
会

理
事
・
事
務
局
長

千
葉
市
婦
人
グ
ル
ー

プ
連
絡
会
役
員

県
美
術
会
常
任
理
事

事
務
局
長

野
田
市
郷
土
博
物
館

長県
教
育
庁
文
化
課
長

県
教
育
庁
社
会
教
育

課
成
人
教
育
係
長

高
橋
在
久

県
立
美
術
館
長

(
順
不
同

敬
称
略
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

美
術
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
美
術

館
友
の
会
々
貝
の
中
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
を
始
め
た
。
本
館

主
催
の
展
覧
会
の
際
に
参
観
者
に

作
品
の
解
説
を
し
た
り
、
館
内
の

ガ
イ
ド
や
各
地
の
展
覧
会
の
情
報

提
供
等
が
主
な
仕
事
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
活
動
を
す
る
解
説
員
を
養

成
す
る
た
め
に
、
一
定
の
期
間
美

術
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
し

て
の
美
術
史
と
、
美
術
資
料
の
調

査
方
法
に
つ
い
て
の
講
座
や
話
し

方
講
座
等
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

陶芸学習の場・窯場に

陶芸用電気窯を設置

でき上った斑気熊の初脱

県
民
ア
ト

リ
エ
の
、
陶

芸
学
習
の
場

で
あ
る
窯
場

に
、
こ
の
ほ

ど
陶
芸
用
電

気
窯
が
設
置

さ
れ
た
。

本
館
で
は
、

す
で
に
こ
の

機
会
を
待
し

て
「
陶
芸
入

門
講
座
」
を

計
画
し
て
い

た
が
、
こ
の

応
募
者
は
一

二
八
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の

要
望
に
は
応
え
き
れ
ず
、
残
念
な

が
ら
参
加
者
は
三
十
人
と
在
っ
た
。

第
一
日
日
は
、
十
月
三
十
一
日

㈱
か
ら
開
か
れ
講
師
の
山
本
正
午

氏
、
土
肥
浦
氏
よ
り
、
陶
芸
を
は

じ
め
る
際
の
心
構
え
、
焼
き
方
、

和
楽
、
土
の
練
り
方
等
、
陶
芸
の

基
本
的
を
こ
と
に
つ
い
て
の
講
話

が
あ
っ
た
。
途
中
、
ち
ょ
う
ど
本

館
で
開
催
さ
れ
て
い
た
県
展
の
工

芸
の
作
品
を
実
際
に
兄
を
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
解
説
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
第
二
日
目
よ
り
実
技

に
は
い
り
、
講
師
の
指
導
を
受
け

ー
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
受
講
生
は
制

作
に
取
り
組
み
、
二
日
間
の
実
習

で
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
、
皿
、
茶

れ
ん
を
ど
趨
向
を
こ
ら
し
て
作
り

上
げ
て
い
っ
た
。

素
焼
は
講
師
の
土
肥
氏
と
受
講

生
の
有
志
の
方
々
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
。

本
講
座
の
今
後
の
予
定
は
、
十

一
月
二
十
九
日
間
に
粕
薬
を
か
け

て
本
焼
き
を
行
い
、
最
終
日
の
十

二
月
二
日
㈹
に
合
評
会
を
行
っ
て

全
日
程
を
終
了
す
る
。

こ
の
館
報
が
み
な
さ
ん
の
お
手

元
に
届
く
頃
に
は
、
立
派
を
作
品

が
並
び
、
受
講
生
の
方
々
の
喜
び

の
声
が
聞
か
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

●
-
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展別特

●

-
抒
情
の
旅
路

-

竹
久
夢
二
展
を
終
え
て

本
年
度
第
二
回
目
の
特
別
展
と

し
て
ー
抒
情
の
旅
路
I
「
竹
久
夢

二
屡
」
を
九
月
十
三
日
か
ら
十
月

十
五
日
ま
で
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
・

千
葉
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
と
共
催
し

た
。
開
館
口
数
は
二
十
八
日
で
、

入
館
者
数
は
二
一
、
三
一
〇
人
と

な
り
、
盛
況
を
極
め
た
。

本
展
で
は
、
夢
二
の
業
績
を
多

面
的
に
と
ら
え
る
中
で
、
夢
二
に

つ
い
て
の
新
た
な
認
識
と
そ
の
芸

術
性
の
再
評
価
を
目
指
し
た
。

展
示
資
料
は
、
日
本
画
、
油
絵
、

水
彩
画
、
版
画
、
楽
園
、
挿
絵
、

図
案
、
ス
ケ
ソ
チ
、
書
棚
、
著
書

を
ど
多
分
野
に
わ
た
り
、
総
点
数

は
五
六
〇
点
に
も
の
ぼ
っ
た
。
今

ま
で
に
夢
二
屡
は
他
の
会
場
で
も会場風景

幾
度
か
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ほ
ど
の
規
模
、
内
容
は
希
有
の
こ

と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

展
示
会
場
は
、
第
一
、
二
、
三

展
示
室
を
使
用
し
、
第
一
、
二
展

示
室
は
「
黒
船
屋
」
「
椿
乙
女
」
「
丘

の
上
の
少
女
」
と
い
っ
た
日
本
画
、

油
絵
、
水
彩
画
な
ど
の
肉
筆
を
中

心
と
し
た
作
品
を
展
示
し
た
。
第

三
展
示
室
に
は
「
モ
ノ
オ
楽
譜
」

「
婦
人
グ
ラ
フ
」
「
児
童
画
」
を
ど

の
装
画
、
挿
絵
の
印
刷
を
媒
介
と

し
た
作
品
コ
ー
ナ
ー
を
広
く
と
り

全
体
の
構
成
と
し
て
、
夢
二
芸
術

の
多
様
性
、
特
質
が
理
解
さ
れ
る

よ
う
に
工
夫
し
た
。

ま
た
、
本
展
に
開
通
し
、
講
演

会
「
夢
二
の
魅
力
」
を
東
京
国
立

博
物
館
学
芸
部
美
術
諜
主
任
研
究

官
の
細
野
正
信
氏
、
さ
ら
に
は
、

美
術
を
語
る
会
「
夢
二
の
世
界
を

語
る
」
を
御
子
息
の
竹
久
不
二
彦

氏
を
は
じ
め
、
夢
二
会
の
高
相
利

郎
氏
、
澤
田
城
子
氏
に
お
願
い
し

た
。
こ
れ
に
も
多
数
の
方
々
の
参

加
を
得
た
。
質
疑
応
答
が
活
発
に

行
か
れ
、
夢
二
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
恰
好
の
機
会
と
を
っ
た
。

本
展
開
催
中
に
は
、
夢
二
に
関

=

.
■
●
●
●
-
●
●
●
●
●
◆
●
●
◆
●
●
◆
●
.
●
●
●
●
●
●
●
●

剛

情
報
資
料
室
か
ら

伽

"
‥
‥
‥
・
・
・
・
-
‥
.
・
・
○
○
:
:
:
:
.

剛

九
月
九
円
開
設
以
来
十
月
末

字
で
に
百
人
の
人
た
ち
の
利
用

刑
が
あ
っ
た
。
資
料
に
つ
い
て
は

雪
だ
不
十
分
を
点
が
多
々
あ
る

刑
と
思
う
が
、
遠
慮
を
く
お
尋
ね

咽
願
い
た
い
。
次
に
資
料
の
寄
贈

…
が
あ
っ
た
の
で
御
紹
介
す
る
。

個
千
葉
市
在
住
の
鈴
木
満
平
氏
よ

…
り
、
展
覧
会
図
録
千
冊
を
頂
戴

剛
し
た
。
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
た

か碧
さ
一
三
饗
三
年
一
三
-
饗
言
責
三
重
ヨ
三
〇
番
三
〇
三
…
ヨ
重
義
妄
言
〇
一
三
震
う
…
重

遵
す
る
情
報
を
幾
度
か
寄
せ
ら
れ

た
。
中
で
も
、
ド
イ
ツ
で
発
見
さ

れ
た
夢
二
作
品
「
水
付
属
」
が
持

ち
込
ま
れ
、
途
中
展
示
で
会
場
に

光
彩
を
添
え
た
こ
と
は
大
き
を
話

題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

一
般
的
に
は
抒
情
的
な
美
人
画

家
と
し
て
知
ら
れ
る
夢
二
で
あ
る

が
、
本
屡
を
閥
催
し
た
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
方
々
に
、
夢
二
の
仕

事
の
幅
広
さ
を
改
め
て
知
っ
て
い

た
だ
け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

夢
二
の
日
本
美
術
史
上
で
果
た
し

た
役
割
が
い
か
を
る
も
の
で
あ
っ

た
か
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
を
い
か
と
思
れ
れ
る
。

圏
聞
菌
圏
困
園
煽

千
葉
県
立
美
術
館
友
の
会
の
略

称
が
棄
美
会
で
あ
る
。
し
た
が
っ

●

三
三
番
一
三
番
≡
-
な
つ
三
三
〇
三
一
義
一
三
三
〇
三
二
〇
ヨ
≡
】
〇
三
≡
-
基
≡
三
つ
…
義
〇
三
と

の
で
御
存
知
の
方
も
あ
る
か
と

思
う
が
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら

二
十
四
年
間
に
わ
た
.
り
、
コ
ツ

コ
ツ
と
一
冊
一
冊
足
を
運
ん
で

は
買
い
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
図
録
は
図
書
と
ち
が
い
古

い
も
の
は
入
手
が
不
可
能
に
な

る
。
し
か
も
美
術
館
資
料
と
し

て
は
大
変
貴
重
で
あ
る
。

明
年
度
か
ら
の
利
用
を
期
し

て
整
理
を
進
め
て
い
る
。

二
、
申
込
日

5
5
・
1
 
2
・
的

三
、
搬
入
日

5
 
5
・
1
 
2
・
2
 
6

四
、
批
評
会

5
 
6
・
1
・
1
 
8

講
師

千
葉
大
学
武
内
先
生

く
わ
し
く
は
友
の
会
々
報
「
し

お
さ
い
」
的
2
 
6
を
参
照
く
だ
さ
い
。

(
1
 
2
月
̃
2
月
)

品
種

団

体

て
回
を
重
ね
た
薬
美
会
展
は
、
友

の
会
々
貝
だ
け
が
出
品
で
き
る
(
た

だ
今
で
は
絵
画
の
み
で
あ
る
が
)

展
覧
会
で
あ
る
。

昨
年
を
例
に
と
れ
ば
一
三
六
点

の
出
品
を
数
え
た
。
本
年
は
発
足

か
ら
数
え
て
第
五
回
、
友
の
会
洋

画
実
技
講
座
担
当
で
あ
ら
れ
た
千

葉
大
学
の
武
内
和
夫
先
生
、
船
橋

高
校
の
根
岸
茂
行
先
生
、
千
葉
市

立
高
校
の
高
橋
規
矩
治
郎
先
生
方

の
ご
指
導
を
受
け
て
励
ん
だ
成
果

を
世
に
問
う
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と

も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
会
員
と
し
て
趣
味
を
生
か

し
研
銃
を
積
ま
れ
た
方
々
の
出
品

も
大
歓
迎
で
あ
る
。
左
記
を
参
照

さ
れ
て
奮
っ
て
ご
出
品
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
、
会

期

5
6
・
1
・
6
̃
1
 
8

▽
第
0
0
回
干
葉
デ
イ
ン
展

1
 
2
・
2
̃
1
 
2
・
7
・
無
料

▽
千
葉
県
大
学
連
盟
美
術
展

1
 
2
・
2
̃
1
 
2
・
7

無
料

▽
概
念
と
空
間
展

1
 
2
・
2
̃
1
 
2
・
7

無
料

▽
第
2
5
園
子
ど
も
県
展

1
 
2
・
9
̃
1
 
2
・
2
1

無
料

▽
登
龍
社
・
宮
坂
会
書
初
展

1
・
6
̃
1
・
n

無
料

▽
薬
美
会
展

1
・
6
̃
1
・
1
8

無
料

▽
親
子
絵
画
展

1
・
1
 
3
̃
1
・
1
 
8

無
料

▽
第
5
回
目
輝
展
選
抜
展

1
・
2
0
̃
1
・
2
5

無
料

▽
子
ど
も
造
形
屡

1
・
2
7
̃
2
・
1

無
料

▽
千
葉
県
小
・
中
・
高
書
初
展

2
・
3
̃
2
・
8

無
料

▽
第
6
回
千
葉
県
民
写
真
展

2
・
3
-
2
・
1
5

無
料

▽
千
葉
大
美
術
科
・
書
道
科
制

作
展

2
・
1
0
-
2
・
1
5

無
料

-
5
-
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〇
七
宝
焼
入
門
講
座

美
術
館
で
は
、
館
主
催
に
よ
る

後
期
の
七
宝
焼
入
門
講
座
の
募
集

を
行
っ
て
い
る
。

七
宝
焼
と
は
、
七
宝
を
散
り
ば

め
た
よ
う
な
美
し
い
焼
物
の
意
で
、

銀
や
銅
な
ど
の
面
に
く
ぼ
み
を
つ

く
り
、
そ
こ
に
酸
化
鉛
、
酸
化
コ

バ
ル
ト
を
ど
を
含
む
種
々
の
色
の

エ
ナ
メ
ル
を
埋
め
熟
し
て
熔
着
さ

せ
、
花
鳥
、
人
物
な
ど
の
種
々
の

模
様
を
あ
ら
れ
し
出
し
た
も
の
で

古
代
中
国
の
案
漢
時
代
か
ら
あ
り
、

わ
が
国
で
も
奈
良
・
平
安
時
代
に

作
ら
れ
今
に
至
っ
て
い
る
。

/
繚
半
農

前回の七宝焼講壇受講生作品

・
時
間

午
前
1
 
0
時
̃
午
後
4
時

・
講
師

長
南
光
男
氏
(
千
葉
大

学
教
授
)

・
募
集
人
員

0
0
名
(
応
募
者
多

数
の
と
き
は
抽
選
で
決
定
)

・
経
費

材
料
費
自
己
負
担
(
千

円
程
度
)

・
締
切

2
月
1
 
3
日
㈱

○
て
ん
刻
入
門
講
座

て
ん
刻
と
は
、
木
や
石
を
ど
の

印
材
に
て
ん
書
体
で
文
字
を
刻
す

る
こ
と
で
、
本
来
は
そ
れ
を
印
肉

で
紙
に
押
し
た
も
の
を
鑑
賞
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
技
法
そ
の
も
の
は

実
用
的
な
も
の
と
し
て
蔵
書
印
・

落
款
印
な
ど
に
も
応
用
す
る
こ
と

が
で
き
活
用
す
る
場
は
多
い
。

今
回
は
、
て
ん
刻
の
技
法
や
材

料
を
知
り
、
彫
る
喜
び
、
使
う
楽

し
み
を
味
わ
う
初
心
者
向
け
の
諦

座
で
あ
る
。
な
お
前
回
ま
で
受
講

さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
願
い
た
い
。

・
期
日

3
月
2
8
日
周
-
2
9
日
㈲

・
時
間

午
前
的
時
-
午
後
4
時

・
講
師

古
川
悟
氏
(
日
展
審
査

員
)

・
募
集
人
員

0
0
名
(
応
募
者
多

数
の
と
き
は
抽
選
で
決
定
)

・
経
費

材
料
費
自
己
負
担
(
三

千
五
百
円
程
度
)

・
締
切

2
月
1
 
6
日
脚

※
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
鱗

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
美
術
館
研

修
斑
宛
送
付
く
だ
さ
い
。

年
末
・
年
始
休
館
日

年
末
休
館
日

1
 
2
月
2
 
6
日
胸
か

ら
韓
日
3
 
1
日
㈱
ま
で
。

年
始
休
館
日

1
月
1
日
周
か

ら
1
月
4
日
㈲
ま
で
。

串
箪
箪
辞
尊
重
箪
辞
帝
串
酔
車
重
串
串
箪
軍
事
尊
重
串
箪

今
回
も
、
初
心
者
を
対
象
と
し

ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
室
内
装
飾
品
な

ど
の
制
作
技
法
の
習
得
を
通
し
て
、

手
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
使
う
喜
び

を
味
お
う
講
座
で
す
。

・
期
日

2
月
2
7
日
㈱
-
2
8
㈹

後
期
各
講
座
す
す
も

去
る
十
月
十
九
日
㈲
に
第
二
期

の
「
彫
塑
制
作
論
座
」
、
十
一
月

十
六
日
㈲
に
第
三
期
の
「
デ
ッ
サ

ン
入
門
諦
座
」
が
終
了
し
た
。

後
期
も
前
期
と
同
様
、
首
像
の

制
作
で
、
講
師
は
青
木
三
四
郎
氏

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
デ
ッ
サ
ン
入

門
講
座
」
は
、
三
期
と
も
篠
崎
輝

●

夫
氏
を
羅
師
に
各
二
日
間
石
神
デ

ッ
サ
ン
の
学
習
を
し
た
。

講
演
会
等

1
月
1
5
日
㈲
午
後
2
時
か
ら
美

術
講
演
会
「
高
村
光
太
郎
、
そ
の

芸
術
」
調
師
・
北
川
太
一
氏

1
月
2
5
日
㈲
午
後
2
時
か
ら
美

術
を
語
る
会
「
光
太
郎
と
房
総
」

話
題
提
供
・
中
村
僧
三
郎
氏
、
鳥

海
宗
一
郎
氏

来
館
者

8
月2

5

山
口
県
立
美
術
館
員
二

名
9
月2

7

福
岡
県
文
化
会
館
美
術

館
員
一
名

1
0
月2

新
潟
県
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
員
二
名

1
4

浜
松
市
美
術
館
貞
一
名

2
8

岐
阜
県
美
術
館
開
設
準

備
室
員
二
名

釣

宮
城
県
総
務
部
財
政
課

員
二
名

1
1
月2

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
員
一
名

6

沼
田
武
副
知
事
来
館

2
1

神
奈
川
県
文
教
委
員
来

館
二
十
名

日
詰
抄

8
日
月

3
0

て
ん
刻
入
門
諦
座
二

期
)
開
諦

1
 
0

デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

(
一
期
)

開
講

1
 
3

特
別
展
「
竹
久
夢
二
展
」

始
ま
る
。
舶
用
1
 
5
日
ま
で
。

1
 
5

美
術
講
演
会

講
師

細
野
正
信
氏

2
7

美
術
を
語
る
会

話
題

提
供

夢
二
会

1
0
月1

彫
塑
制
作
講
座
(
二
期
)

開
講

8

移
動
美
術
館
始
ま
る
。

1
 
1
月
9
日
ま
で
。

1

「
陶
芸
入
門
講
座
」
始
ま

る
。

日
月8

デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
始

ま
る
。

12会10

美
術
館
資
料
審
査
委
員

県
博
協
第
二
回
研
究
会

ー
6
-

◇
…
本
年
度
は
、
特
別
展
二
、

画
展
二
を
無
事
終
了
し
、
県
民
ア

ト
リ
エ
の
各
種
講
座
も
順
調
に
進

行
し
、
年
末
と
な
っ
た
。
皆
様
の

御
支
援
を
深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ

●

で
あ
る
。

◇
…
館
内
は
、
新
年
明
け
早
々
に

特
別
展
、
さ
ら
に
一
月
十
三
日
か

ら
の
企
画
展
を
目
指
し
進
行
中
で

あ
る
。

◇
…
迎
え
る
年
を
皆
様
と
共
に
、

さ
ら
に
躍
進
を
望
み
、
行
く
年
を

静
か
に
省
み
た
い
。


